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教員養成課程における福祉教育の視点から考える道徳授業づくりの検討 

―ハンディキャップのある人の教材化に関する道徳性分析から― 
�  

坂本� 清美※１� 作田� 澄泰※２ 中山� 芳一
※３  

 

� 本研究では，教職志願者の大学生を対象とし，ハンディキャップをもつ人の生き方から自己を見つめると共に， 
将来希望する校種における道徳授業づくりについて検討した。授業を検討する際に，福祉教育の観点を視野に入 
れ指導案を作成し，中心場面，プレゼンテーションソフトの活用等を含め，道徳性を高める授業づくりについて 
考察した。 
研究にあたり，実際に各自で作成した道徳授業づくりを交流することで，福祉教育の視点から考える道徳授業

づくりに必要な道徳的価値，道徳性を高める上で重要である中心場面等が明らかとなった。  
 

キーワード : ノーマライゼーション，道徳的価値の変容，福祉と道徳授業づくり，全人的道徳教育 
 
※1� 坂本清美（元岡山大学大学院教育学研究科技術補佐員） 
※2� 作田澄泰（早稲田大学教師教育研究所） 
※3� 中山芳一（岡山大学全学教育・学生支援機構） 
 
Ⅰ� はじめに�  
� 2013 年度に文部科学省より，道徳授業の教科化に 
関する指針が出され，道徳教育への強化が行われよ 
うとしている。理由としては，2011 年の大津市での 
いじめ自殺問題を受け，より道徳性をもった人間力 
を高めることがねらいとなっており，大きくは次の 
二点を挙げている。 
「いじめ防止に大きな期待ができる」 
「学校教育の真の中核としての役割を果たせるよう 
すべき」 
として，道徳教科化が必要だとしている。1)  つま 
り，道徳教育の教科化を通じて，さらに道徳性を培 
い，人の心の痛みや悲しみにふれるとともに，善を 
尽くし徳をつむことへの判断力の必要性を意味して 
いる。また，戦後間もない頃には，かつての「修身」 
が廃止され，それに代わるものとして道徳が取り入 
れられてきたが，教科化することは悲願とされてき 
た。しかし，前にも述べた「いじめ」をはじめとす 
る様々な児童生徒に関する諸問題が後を絶たない現 
実がある。こうした著しいモラルの低下を改善し， 
児童生徒の心を磨くためにも，道徳教育の要である 
特設道徳授業のあり方が大きく問われようとしてい 
る。 
  これらの課題をふまえつつ，筆者（坂本，作田） 
は，文部科学省が学習指導要領（道徳編）に明記す 

る道徳的価値項目をはじめとする指針だけでなく， 
より内容の充実した全人的な道徳授業を構築してい 
く必要があると考える。そのためには，副読本等の 
文章における資料を活用した授業のみではなく，多 
くの人や自然等の生き方に直接ふれ，感じることが 
必要である。そうすることで，自分自身の姿を大き 
く見つめ直し，心に響くこととなる。また，国際化， 
福祉・特別支援教育，自然等の幅広く多面的な視点 
から道徳の在り方を検討していく必要がある。つま 
り，生きているもの全てにおいて，生きることへの 
意味を問う福祉と関連付けた道徳教育が重要ではな 
いだろうか。 

これまでにも先行研究として，仲本(2002)は，児 
童文学作品における「ダウン症候群」の教材内容を

分析し，ハンディキャップ者同士を囲む人々の思い

にふれ，今日の福祉国家としての日本社会の在り方

について考えさせる授業づくりが検討されている。

しかし，仲本(2002)によると，ハンディキャップ者

を題材とした教材を使用した出版社の頻度は少数に

留まり，福祉に関する道徳教育の困難さが懸念され

る。2)    その他のハンディキャップ者を対象とした

教材化に関する授業分析については事例が少なく，

今後の福祉国家日本を取り巻く学校教育において，

必要不可欠となるものと思われる。 
また，道徳教育全般については，全国の小中高等 
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学校での道徳教育が推進され，道徳性が向上したと

いう報告が幾つもなされている。しかし，児童生徒

たちの心の中に真に道徳心が培われているかどうか

は疑問である。何故ならば，児童生徒自らが主体的

に関わり，命の重さを感じ取ることのない非人道的

な行為が多くみられるためである。�

��以上の点を踏まえ，道徳授業自体の在り方を大き�

く見直し，児童生徒たちの心に大きく響き，道徳的�

実践力としての効果が期待できるものであることが�

重要である。そのためには，一時間及び，学期，一�

年間の中で，「何をどう考えさせたいのか」という視�

点が大事である。あくまでも，児童生徒自らが自律�

的に主体性をもち，思考，活動できることが重要で�

ある。このように主体性が育まれることにより，道�

徳性が大きく向上しているものと思われる。そして，�

本稿では全人的な観点から道徳性を向上させていく�

ため，福祉教育の視点から考える道徳授業づくりの�

必要性と目的について次に述べるものとする。�

�

Ⅱ� 研究の目的�

��今後将来の学校教育に向けて，教職を志願者とし�

た大学生を対象に，皆がともに社会で生きていくこ�

とのできる平等な視点（ノーマライゼーション）を�

もち，一部の人々だけではなく，全ての人々にとっ�

て幸福かつ，豊かな道徳性をもつことができる人間�

育成を目的とする。また，「いじめ」問題等の非道徳�

的な問題行動を減少させ，自然や人，あらゆる生活�

環境の中から，愛と心情を感じとり，多くの善を行�

うことのできる人間育成を目的とする。�

��これまでにも我が国日本では，多くの道徳研究が�

行われ，授業研究においても実施されてきた。しか�

し，痛ましい事件や問題行動が後を絶たず，今まで�

通りの道徳授業であっては，将来巣立っていく児童�

生徒たちにとって，道徳性に富んだ人間になること�

は難しいと筆者�坂本，作田�は指摘する。�

また道徳教育については，子どもたちの生活の中

での生涯学習としての側面をもつと考えられており，

家庭，学校，地域を行き来する子どもたちは，例え

ば国連の「子どもの権利条約」（1989 年採択，1994
年日本批准）では，大人と同じように人格と人権を

尊重され，「小さな市民」「小さな主権者」として社

会参加していく権利主体として明確にされている。

いじめ問題にしても，学校においての道徳教育のみ

で，早急に解決できるとは言えない。学校は，単な

る「教育」の場ではなく，「小さな市民」である子ど

もたちの総合的な育ちの願いを受け止め実現してい

く子育ての場であるということを，教員養成課程で

学んでいる教員志願者の学生らにも実感してほしい

と願っている。求められる「教育」の分野の役割が

肥大化し，「福祉」の分野との連携が弱いとはいえ，

「子育て」の概念が内包している「福祉」と「教育」

と「文化・芸術」の領域に重なり合う営みが，今日

の日本社会においては，分離しつつ進展していると

ころにも問題があるのではないかと考える。それら

を踏まえ，子どもの教育と福祉をめぐる制度改革は

求められている現実がある。また，教育の分野では，

「いじめ」「不登校」を生み出している学校に批判が

高まる中で「学校のスリム化」が叫ばれるなどの現

実がある。地域での取り組みの役割は，「子育て・文

化」の協同は進んだ方がいいと考える中で，学校の

内外で子どもの声に耳を傾けていくことが求められ，

生活をともに楽しむ姿勢が必要なのではないかと思

われる。そのため，今一度学校，教師の役割を考え

る機会が必要ではないかと考えた。�

以上の側面から本研究では，教員養成課程におい�

て，ハンディキャップをもつ人の生き方を事例とし

て取り上げ，福祉教育の視点から自己の生き方を見

つめ，道徳的実践力を高めるための道徳授業づくり

について考察した。�

�

Ⅲ� 研究方法�

��本研究は，教職総合実践演習において，下記に示�

す要領で実施した。なお，研究による講義概要，内�

容については，以下に示す通りである。�

本稿の執筆にあたっては作田が講義実施，坂本が�

主たる考察，中山が全体考察を行った。なお，本研

究にあたっては，実施大学の承諾を経て行っている。�

＜対象＞�

� 岡山県内における大学 3 年生，教職課程教職志願�

者，男性：3 名，女性：15 名教職実践演習 15 時限�

（90 分�時限）のうち，2 時限分を集中講義として�

行った。実施時期は 2014 年 6 月に実施した。�

講義では，各々が目指す教員免許校種を想定し，�

以下に示す福祉に関する道徳教材を基に，一時限と

しての道徳授業を立案（略案作成）した。その後，

プレゼンテーションソフトを活用し，授業を進行さ

せるポイントとなる点についてスライドを作成し，

道徳授業の方法論について検討した。その際，学生

たちの道徳的価値分析を基に，全人的な視点から心

に響く道徳授業づくりが行えるよう留意した。�
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＜福祉に関する道徳教材の内容＞�

��自閉症，目が不自由で育った � さんの生き方につ

いてふれる。� さんは，ハンディキャップをもちな

がらも音楽と出会い，ピアノを学ぶ。音楽（曲）を

聞くことで音を脳で記憶し，ピアノで自在に演奏す

ることができる。� さんは音楽と出会うことで，毎

日，ピアノを演奏する生きがいを得た生活を送って

いる。楽譜を見ることは困難だが，聴覚で一度聞い

た曲は完全記憶され，ピアノを通じて曲にすること

ができる。こうしたハンディキャップを個性として

生きている人の内容である。�

�

Ⅳ� 結果と考察�

１� 道徳授業づくりにおける資料の道徳的価値分�

析�

Ⅲでの指導案の要領に沿って，大学生の自分自身

が目指す校種を想定し，授業づくりを考察した。ま

ず初めに，���「目の不自由な人から学ぶ」を基にし

て，各自が目指す校種に向けて，どのような道徳授

業を立案するべきか検討した。授業立案にあたり，

本資料である ��� から，本時で目指す道徳的価値に

関する中心項目について学習指導要領を参照し，検

討した。その結果，大学生による希望校種ごとに考

えた道徳的価値の中心項目が次のように出された。

下記は，大学生が各々の希望校種ごとに考えたもの

をまとめたものである。�

�

表１�道徳授業づくりにおける目指す中心項目�

※道徳的価値項目の設定の数は問わない��内は数を

示す�

幼稚園教諭�人数（� 名）�

1-(2)希望，勇気，不撓不屈� 1-(6)向上心，個性伸

長�

小学校教諭�人数（� 名）�

1-(2)希望，勇気，不撓不屈＜2＞��2-(3)信頼・友情，

助け合い�

��中学校，高等学校教諭（保健体育）（� 名）�

1-(2)希望，勇気，不撓不屈���1-(3)自主・自律�

1-(6)向上心，個性伸長＜3＞  2-(2)思いやり・親切

＜2＞���

2-(3)信頼・友情，助け合い 2-(5)尊敬・感謝＜3＞
3-(2)生命尊重���4-(1)役割と責任の自覚�

4-(3)公正・公平，正義＜2＞�� 4-(5)家族愛�

�

��中学校，高等学校教諭（地歴・公民）（� 名）�

1-(1)思慮・反省，節度・節制�

1-(2)�希望，勇気，不撓不屈＜2＞�

2-(4)寛容・謙虚�� 2-(5)尊敬・感謝���3-(3)敬虔��

��高等学校教諭（看護）（� 名）�

1-(6)向上心，個性伸長���2-(2)思いやり・親切�

2-(3)信頼・友情，助け合い���2-(4)寛容・謙虚�

�養護教諭（� 名）�

1-(6)向上心，個性伸長�

2-(2)思いやり・親切���2-(3)信頼・友情，助け合い�

☆項目別計�

� 1-(1):1   1-(2):6   1-(3):1   1-(6):6� � � �  14 
  2-(2):4   2-(3):4   2-(4):2   2-(5):4     � � 14 
  3-(2):1   3-(3):1                       �  � 2 
  4-(1):1�  4-(3):2   4-(5):1                �  4 

���� �����計 34�
� �

以上の道徳的価値を考察すると，学習指導要領の�

示す４つの視点における道徳的価値項目が考えられ�

ており，発達段階に応じた道徳的価値が見出され，�

比較的，設定価値項目を拡張して検討していること�

が分かる。これは，学生達が授業を行うにあたって，�

中高生という思春期での発達段階の「いじめ」「非行」�

を含む，今日の学校教育問題等の背景が伺われる。�

��また，テーマが「目の不自由な人から学ぶ」とい�

うこともあり，自分自身で自立を目指し，日々努力�

していく姿が描かれているため，1 または 2 に関す�

る価値項目が中心となって検討されたものと思われ�

る。�

�

２� 道徳授業づくりにおける授業の中心場面の考�

察�

��授業の組み立てにおいて，福祉教育の視点による�

道徳授業づくりを検討するにあたり，授業受者が道�

徳的思考判断，葛藤し，今後の生活の過程において，�

道徳的実践力として生かされていくことを目標とし，�

授業の中心場面を考察した。その結果，ほぼ全員の�

回答により，「� さんがハンディキャップを克服し，�

今日も全力で頑張っている姿」を中心場面として選�

択していた。少数の回答では，2 名の学生から，「��

さんを支えている両親の姿」とあった。大多数の上�

記下線部の回答の理由としては次に示す通りであっ�

た。�

�

�
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表２� 道徳授業づくりの中心場面の設定理由�

（抜粋による）�

・例え，ハンディキャップがあっても一生懸命になって取

り組むことで，こんなに輝くことができると思った。�

・人は人，生きているのは同じことを感じてもらい，人は

皆，ハンディキャップのある人への思いやり，助け合い

が大事ということを感じてもらいたい。�

・目が不自由でも，特技があれば輝くことができる。だか

ら，みんな違ってみんないいということを伝えて，考え

方をそう思ってほしい。�

・言葉や文章だけでなく，心で伝えることを分かってほし

い。�

・例えハンディキャップがあっても，同じ一人の人間とし

てみてほしい。�

・人はそれぞれ他人にはない個性をもっており，それを理

解してもらうため。�

・� さんのどこが凄いと思ったのかを基に今の自分を見�

つめ直し，これからの自分に役立ててほしいから。�

中心場面のほとんどの回答が，� さんがハンディ�

キャップを克服している姿に着目していることが分

かる。理由としては，上記に示した回答の通りであ

り，ハンディキャップではなく，一つの個性として

受け入れ，社会全体として，皆平等に生きていくと

いう思考（ノーマライゼーション）が伺われた。そ

して，最後の回答理由にもあるように，「例えどのよ

うな環境下にあろうとも，どのような状態になろう

とも，全力で一つのことに向かって取り組むことで，

自分を好きになり，自他を大切にするようになるこ

とができる」とあり，自他を愛する道徳心を培うこ

とを目標としていることが分かる。こうした回答か

ら分析すると，ハンディキャップのあることをただ

単に個性として捉えるだけではなく，社会全体とし

ての福祉国家としての在り方を考えさせられる授業

づくりを検討していることが分かる。また，具体的

な道徳授業展開例として次の作成事例を取り上げ分

析する。�

� 図１に示すのは，小学校教諭免許状取得希望の学�

生の道徳授業略案である。この学生は，展開の中心�

発問で「ハンディキャップについて考える」場面を�

大きく取り上げ，人間としての生きるという本質の�

道徳的な生き方について考えさせていこうとしてい�

る。また終末では，ハンディキャップをもつか否か�

ではなく，皆同じ人間としての尊厳があることを伝�

えようとしている。つまり，皆が「平等に生きる」�

という人間としての権利があり，善く生きようとす�

ることにハンディキャップの有無は関係ないことを�

強調しているのではないかと考えられる。本時での�

不自由な � さんの生きていく姿から，何をどのよう�

な視点で道徳授業を組み立てていくかが重要となる。

１，２で示した道徳的価値，中心場面を十分に検�

討しておくことは絶対不可欠であることと，授業者�

がどのような生き方に対する視点をもって授業に望�

むかが大切なことと言える。本時であれば，ハンデ�

ィキャップをもつ � さんの生き方を授業者がどう捉�

えているかが重要な道徳授業づくりでの重要な鍵と�

なる。前にも述べたように，ハンディキャップがあ�

るか否かではなく，一人の人間として，どう考え，�

生き抜いていこうとし，幸福を追求していくかによ�

って，誠の道徳性が生まれてくるのではないだろう�

か。�

図１道徳授業指導略案の一例�

３� 授業づくりへのプレゼンテーションの効果�

� 各自の学生が立案した道徳授業を基に，プレゼン�

テーションソフトを活用し，授業展開のためのスラ�

イドを作成し，作成したスライドを用いて意見交流�

した。以下に示すものは，交流後の感想であり，自�



― 35 ―

教員養成課程における福祉教育の視点から考える道徳授業づくりの検討　―ハンディキャップのある人の教材化に関する道徳性分析から―

分にはない授業展開を交流することで，各自の心に�

新たな道徳的価値の設定が考え出された。�

�

表３� スライド作成による道徳授業づくりへの効

果�

＜スライド作成による交流の感想より＞（抜粋によ

る）�

・私は「みんな違ってみんないい」という内容であった

けど，感謝という視点もあって関連できた。�

・この意見交流は，3～4 人という少人数のものであるに

も関わらず，誰かに見てもらうというのは，すごく自

信がなくてとても不安になった。その中で，相づちを

打ち，真剣に聞いてもらえたので，その面では安心感

がうまれ，後半になるにつれ，とても話しやすく感じ

た。�

・3 人での意見交流で，3 人とも違うことを考えていたの

で，多人数で意見交流をすると，もっと違った考えを

知ったり，考えたりすることができるのだと思った。�

・同じ映像を見ていても一人ひとり違う考えをもってい

る。この考えるという力が，これからは必要だと思っ

た。�

・同じ ��� から考えた指導案でも，人により着眼点が違

うので，同じ学年内で授業を行うとしたらテーマを共

有し，指導案を作成する必要があると感じた。�

・当たり前という考え方が人によって違うし，また感じ

方も個性によって違ってくるものだと思った。焦点を

あてている場所は絶対人それぞれ違うものであるし，

また，それに対する自身の意見も違っていて参考にな

った。�

� 表３から分かるように，道徳授業展開のためのス�

ライドを交流したことにより，多面的な見方・考え�

方がなされ，各自の心の中に新たな道徳的価値を見�

出した授業カリキュラムへの志向が伺われる。また，�

スライドのタイトルや配色等の工夫について言及さ�

れており，授業受者である相手意識をもった意識が�

芽生えている。その結果，学生達の心の中には，「も�

っと，違った面から授業をつくりたい」という肯定�

的な意識が高まっていった。�

上記に示すように，感想の中には目的校種やスラ�

イド作成の内容によって個々に違うため，異なるス

ライドを交流することで，新たな価値が見出された

ものと思われる。なかには交流することで，相互に

相づちを打つなどし，自信につながった学生もいた。

これは，スライド活用コミュニケーションにより，

相互に認知された結果引き起こされた肯定的な結果

であると考えられる。�

� 次に講義において，交流時に活用したスライドを�

分析する。図２に示すのは，その交流を行った時の�

学生（高等学校教諭＜看護＞）が作成したスライド�

の一例である。スライドの内容では，確かに � さん�

にはハンディキャップがあることが示されているが，�

ハンディキャップがあることを困難であるとは捉え�

ていない。個性として生かしてできることを行い，�

生きようとする道徳的な視点から示されている。さ�

らには皆平等な視点による「私たちの個性」につい�

て考えていく道徳授業づくりが考察されていること�

が分かる。そして，その個性を互いに認め合うこと�

で，社会の様々な集団の中において，自己肯定感を�

高めていくことができる。そうすれば，自ずと社会�

のあらゆる集団の中から，今日のいじめ等の諸問題�

が減少していくはずではないだろうか。そして，ス�

ライド活用コミュニケーション行為により，道徳的�

価値が共有することで，各自の心で価値葛藤が生じ，�

新たな価値観が生まれた。図２に示すスライドを作�

成した学生の回答には，「親，社会への感謝」という�

生きていること自体への感謝の念をもった道徳性が�

培われていた。もはや，この学生の心の中には，ハ�

ンディキャップをもつという意識は全く感じられず，�

皆が平等に生きていこうとする，ノーマライゼーシ�

ョンとしての道徳観の表れであると感じられた。�

�

図２� 学生が作成した道徳授業展開スライド一例�

�
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なお，次にスライド活用コミュニケーションによ�

る新たな道徳的価値を校種ごとにまとめたものを示�

す。�

表４� スライド活用コミュニケーション後の新た

な道徳的価値（一部抜粋による）�

幼稚園教諭�人数（� 名）�

＜道徳的価値＞個性を知る，夢，自信�

＜理由＞�

・自分について知り，人と比べない，自分は自分である。

その個性が未来へとつながると思った。�������

小学校教諭�人数（� 名）�

＜道徳的価値＞個性，尊敬，感謝，感動，思いやり，希

望，勇気，生命尊重�

＜理由＞�

・ハンディキャップがあってもそれを上回る特技があっ

てそれで感動する人もいる。�

中学校，高等学校教諭（保健体育）（� 名）�

＜道徳的価値＞表現，平等，個性，生きる，幸せ，相互

理解，尊敬，自由�

＜理由＞�

・表現をすることは大切であり，それは平等に与えられ

ている。�

・人それぞれに個性があり，それは誰かが評価するもの

ではない。�

・生きていく上で必要な能力であり，「生きる」というこ

とはどういうことなのか分かるから。�

・一人の人間として生きる権利はあるので，ハンディキ

ャップがあるのも個性であるし，一人の人間として平

等に接することも大事であるから。�

・各自だけの理解では一方的になり，偏見につながる。�

中学校，高等学校教諭（地歴・公民）（� 名）�

＜道徳的価値＞幸せ，可能性，個性を大切にする，個性

を受け入れる，自信�

＜理由＞�

・人と違うことは，不幸でも何でもないことを生徒に知

ってほしいと思ったから。�

・ハンディキャップをかかえている人は，普通のことが

できないという偏見は可能性を潰してしまうことがあ

る。偏見をもたず，その人のことを見たとき，様々な

可能性が見えてくると思ったから。�

・ハンディキャップも個性と考えるから。��

・自分に自信がない人が多すぎる。ハンディキャップが

あっても「あなたはあなたでいいんだよ」ということ

を伝えたいから。�

高等学校教諭（看護）（� 名）�

＜道徳的価値＞個性伸長，地域で生きる，違いを認め合

う，相手を知る，相手を受け入れる�

＜理由＞�

・今の現代，いじめや自殺などの問題があるが，個性を

出さず，違いを認め合えていないからではないかと思

う。また，ハンディキャップのある人を施設から地域

へ移行する政策が行われており，重要なテーマだと思

ったため。�

・一人の人間として相手を見つめ，ありのままの相手を

受け入れることから，道徳的価値がみえてくる。�

養護教諭（� 名）�

＜道徳的価値＞寛容の心，友達・自分の個性を大切にす

る，自分とは違った人を認め合う�

＜理由＞�

・個性伸長というテーマに沿って学習を考えていくと，

もっといろんな人の様々な面を見ることが大切だと自

分自身が感じたので，それは広い心で物事を見る視点

が必要だと思ったため。�

・「自分」の気持ちをもち，他者を認めることで幸せに感

じる。�

表４の道徳的価値を見ると，対象の発達段階が高�

くなるにつれて，「相互理解」「認知」「幸福追求」「生

きる」といった価値が見出され，社会全体で皆が平

等に幸せを感じながら，生きていくことへの強い希

望が感じ取れる。さらに，高等学校（看護），養護教

諭では，「地域で生きる」「相手を知る」「寛容の心」

という価値が見出され，社会全体で生きていくため

の具体的な道徳的価値が明示されていることが分か

る。�また，全ての校種に共通な点として，「個性」

或は「個性の伸長」としての価値が見出されている。�

これは，ハンディキャップがあるか否かに関係なく，�

皆が共に認め合い，理解し合うことで，平等な社会�

がつくられ，真の自由と幸福感をつかむことができ�

ることを示すものと推認される。�

��表１のスライド活用コミュニケーション前に検討�

した道徳的価値と比較すると，以前にも述べた「個�

性」「認知・理解」「幸福追求」「寛容な心」「平等」�

という価値が全般的に見出されていた。また，コミ�

ュニケーション前には，「個性」としての価値は数人�

にみられたものの，コミュニケーション後ほど多く�

はなかった。さらに，表１では「思いやり」「助け合�

い」という価値が多く出されていたが，表４のコミ�

ュニケーション後では，「個性を受け入れる」（中学�

校，高等学校教諭＜地歴・公民＞），「違いを認め合�
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う」（高等学校教諭＜看護＞）という皆が平等である�

視点に立った言わば，ノーマライゼーションとして�

の道徳的価値が見出されている。�

��以上から分かるように，スライド活用コミュニケ�

ーションまでの過程を経て，相互主体的に価値が共�

有化され，学習指導要領で提示されている道徳的価�

値がさらに拡張され，社会全体としての幸福追求を�

目標とした視点となっている。このように福祉教育�

の視点から検討し，授業を立案したり，道徳的価値�

を分析したりすることで，真の道徳的価値の追求か�

ら，真の幸福追求へと道徳的価値が見出されてくる。�

こうした場合，授業受者のみでなく，立案する授業�

者にとっても，道徳的価値の視点が今までとは大き�

く違った視点から考えていくことになる。つまり，�

道徳授業立案に関わり，資料から道徳的価値分析を�

し，スライド活用コミュニケーションまでの過程を�

経ることにより，学生たちの心に上記で述べた新た�

な道徳的価値を見出すこととなる。なお，教員養成�

課程による福祉との関連付けによる道徳指導案作成，�

資料分析においては，ハンディキャップをマイナス�

として捉えるのではなく，肯定的に捉え，皆が平等�

に幸せに生きていくことへの全人的な道徳性を見出�

すこととなった。�

�

Ⅴ� まとめと今後の課題�

１� 福祉の視点から考える道徳授業づくり��

��Ⅳの結果からも分かるように，� さんというハン�

ディキャップをもつ人から人間としての生き方を考�

え，はじめは � さんの生き方のみに注目した道徳的�

価値（個性の伸長，不撓不屈，自主自立等）であっ�

た。しかし，スライド作成及び，スライド活用コミ�

ュニケーションを行うことで，その人をハンディキ�

ャップとして見るのではなく，個性としての見方，�

平等，寛容な心等のノーマライゼーションとしての�

道徳的価値が見出された。これは，コミュニケーシ�

ョンを行う以前に，道徳指導案を作成し，授業進行�

用のスライドを作成することで，「何をどのような視�

点から道徳性を培いたいのか」「どのようなテーマの�

道徳の中心項目とするのか」について検討しながら�

授業を考察する過程の中で，� さんのハンディキャ�

ップのみ着目するのではなく，一人の同じ人間とし�

ての生き方について考え出されたため，道徳的価値�

の変容したスライドが作成されたのではないかと思�

われる。さらに，こうして作成されたスライドを用�

い，コミュニケーション行為により価値が共有され�

ることで，「自分とは違う観点である」という意見が�

出され，自分自身の心の中で価値葛藤が生じたもの�

と思われる。このような価値葛藤を通じて，これま�

でに生きてきた道徳的価値が大きく覆されることと�

なり，心の中に深く響くようになる。�

次に，講義の最後に学生たちに「どのような道徳�

授業が道徳性を高めることができるか」という質問

に対し，アンケートをとった結果の一例を紹介する。�

�

① 今日の講義で，「個性」というものを私たちはど�

うとらえているか，また，表現することの素晴ら

しさを考えるきっかけになりました。自分が教師

として，道徳授業をする際，「自分のことを考え

てみる」ということを大事にしたいと考えます。

相手のことは見えていても，本当の自分をきちん

と見てこそ，相手のことも違った視点から見るこ

とができると思ったからです。そうすると，“個

性”についても違う見方ができると思います。表

現することは，私たちが生きていくためには大切

なことだと思います。表現の仕方にはたくさんの

方法があることを知り，考えることができました。

（中高＜保健体育＞）�

�

② 道徳授業では，文科省が定めた項目に当てはま�

るもののみでは決して，道徳性を高めることはで

きないと思う。偏見を捨て，物事を見ることがで

きたとき道徳性は高まると思う。� さんの ��� を

見て，やはり人間にはすごい可能性があり，偏見

があってはいけないと思った。（中社＜公民＞�

�

③ 生徒と一緒に考え，その人の立場に立って道徳�

を考えれば，道徳性を高められるのではないかと

思う。人間は一人ひとり違い個性があり，その個

性が目に見えるもの，思考，様々な所にあるわけ

であり，それらを受け入れることができるよう教

育に視点をおくべきだと考える。倫理やモラルや

常識は学校で学ぶものではあるけれど，思いやり

は自分で育てるものだから，その手助けができる

ように教えていきたい。（高等学校＜看護＞）�

�

④ � さんが楽しそうに生き生きと音楽活動をして�

いた姿が忘れられません。“生きがい”をもつこ

とは本当に人を変えるのではないかと思いまし

た。また，� さんはハンディキャップをもってい

るが，“できないこと”に目を向けるのではなく，



― 38 ―

坂本　清美・作田　澄泰・中山　芳一

“できるところ”に目を向けることが大切だと気

づかされました。道徳性を高めるためには，人と�

違ったところを認め合い，自分を大切に考えるこ

とのできるような授業が必要だと考えます。（養

護教諭）�

�

� 以上のアンケートの記述にもあるように，「個性」�

としての捉え方をもつことにより，心の中に，皆が�

平等に暮らしていける社会としての視点をもつこと�

ができたものと思われる。これは，言わば，ノーマ�

ライゼーションとしての皆が平等に幸福を追求して�

いくための，より善い生き方を念頭においた道徳教�

育を目指すことに気づくことができたものと思われ�

る。特に④では，その人の立場に立った考え方を行�

うことで，自他の尊厳を重視した道徳的な見方・考�

え方を行う必要がある点について述べられている。�

��では一体何故，このような福祉としての見方・考�

え方をもった道徳教育が必要であるのだろうか。そ�

れには，この社会で暮らす人々という視点になって�

考えた時，私たち健常者のみがこの世で暮らす生命�

ではない点にある。さらには，他の動植物，自然を�

含む，ありとあらゆる地球上の環境の中で，私たち�

は生かされている点も軽視できない。こうした側面�

から，「生きる」ということを考えた時，決して自分�

たちだけが生きている社会ではないことは分かるは�

ずである。その他にも，多くの言語，文化の違う国々�

の人達，高齢の人達，幼い子どもたち等，様々な人々�

がこの全世界に暮らしている。その中で，私たち一�

人ひとりも社会の一員として，どう生きていくのか�

について考えることができ，より道徳的により善く�

生きようとする意欲が高まってこそ，道徳的実践力�

も向上し，皆が幸せに暮らせる社会を創ることがで�

きる。そして，道徳的実践力を誠の意味において身�

につけていくためには，「生きる」という意味をさら�

にグローバルな視点から考えていく必要がある。�

��本研究では，� さんという一人のハンディキャッ�

プをもった人間の ��� をきっかけとして，道徳的に�

生きることへの全人的な追求により，どうあるべき�

ことがより善く生きることにつながるのか，真に心�

に問いかけることで，道徳教育を考えさせられた授�

業づくりとなった。前にも述べたように，道徳的に�

生きるとは，「より善く生きる」ことであり，より善�

く生きるためには，皆が平等に幸せに暮らしていけ�

る社会をつくっていくことが大切である。そのため�

には，発達段階に応じた学校教育における道徳授業�

をより，多面的な視点から検討していく必要がある。�

� さらには，どのような道徳授業づくりにおいても，�

授業受者に何をどのような視点から道徳性を高めて�

いくのか，具体的なカリキュラムづくりの構成を考�

えていかなくてはならない。そのためには，②の意�

見にもあるように，文部科学省が例として挙げる価�

値項目によるもののみであっては，本当の意味での�

道徳性は高まらないかも知れない。つまり，一つの�

題材の中からも多面的な見方・考え方を見出すこと�

により，潜在的な多くの道徳的価値は存在すること�

となる。本研究の場合，一見，ハンディキャップを�

もった � さんに着目すると，「努力」「不撓不屈」「家�

族愛」などといった，� さん本人の努力する視点に�

よる道徳的価値の設定となりがちである。しかし，�

本研究の結果，プレゼンテーション活用コミュニケ�

ーションにより，一方からの道徳的価値の見方・考�

え方ではなく，「個性」「尊厳」「相互理解」「認知」�

「平等」などの道徳的価値が拡張化された，皆が幸�

福に生きていくための道徳的価値に変容した。この�

ように，福祉の視点から道徳授業を考察することで，�

授業立案者自身も「皆が平等に幸せに生きることが�

できる」といった概念をもち，福祉としての道徳的�

価値が高まることとなる。�

また，授業活用におけるスライド作成を行うこと�

で，本時で授業者が何をどのような視点で道徳授業�

を構築し，どのような道徳性を培っていきたいのか�

明確になってくる。こうした，授業者の綿密な準備�

により，授業受者にとって，どのような視点から本�

時の道徳授業を受け，思考・判断を行っていけばよ�

いのか考えさせられることとなる。そして，さらに�

は，道徳的価値の拡張，道徳性，道徳的実践力を高�

めていくこととなり，教師力の向上へとつながる。�

�

２� 「誠の道徳性」を高める魅力ある授業づくりと

今後の課題�

�「誠」の道徳性を高めていくために必要なこと

として次の点を指摘する。�

①��資料の内容を多面的な角度から考察し，拡張�

した道徳的価値分析を行う。�

②�����，スライド等を活用し，授業受者にとって，

興味関心をもち，自分自身のこととして考えや

すい魅力あるものを用いる。�

③ 皆が幸せに生きること（全人教育，福祉）の視

点から，道徳的価値を考え，人間としての本質

的な生き方を追求した授業づくりにする。�
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④ 授業受者が考えやすい題材（人物，自然等）を

用意し，授業形態（展開等）を工夫する。�

⑤ 中心場面を必ず設定し，授業受者たちが主体的

に考え，葛藤，判断していく場面を多く取り入

れた授業づくりを行う。�

���

特に，⑤のように中心場面を設定し，主体的かつ，

自分自身のこととして捉えることができるような授

業づくりを行っていく必要がある。つまり，「考えて

みたい」「自分だったらどうするだろう？」というよ

うに自分自身のこととしての関心をもち，考え，判

断することで道徳性が高まっていくこととなる。こ

うした過程の中で，ときには心に深く感じたり，あ

まりの悲しさであったりして涙を流す場面も起こり

得るかも知れない。しかし，こうした大きな葛藤場

面を通じて，人は大きく成長し，道徳性も高まるこ

ととなる。�

また，③のように皆が幸せに生きることのできる，

福祉としての視点から道徳授業づくりを行うことで，

「一人の社会の人間としての生き方」による誠の道

徳性を高めることになると考えられる。②でも挙げ

たように，資料を選択するときに重要な点として，

授業受者にとって興味・関心を抱くものでなくては

ならない。また，興味・関心を抱くとは，授業受者

にとって，今日の課題として心に響くものでなくて

はならない。例えば，いじめ等の問題が起きている

集団であれば，いじめに関する資料を用い，かつ発

達段階も同等のものを扱う方がよいと思われる。本

資料の場合においては，福祉という視点から，健常

者のみを対象にした生き方を考えるのではなく，全

ての人々がともに幸せに暮らしていくことにできる

といった道徳的価値を見出し，自分自身の生き方を

見つめ直してほしいという強い願いが込められてい

る。そして，このように人物の生き方から学ぶこと

で，自分自身の生き方と対比して道徳的価値につい

て考え，自分自身の今後の生き方を改善させていく

ことにつながる。つまり，授業受者にあった資料内

容を選択し，��� やスライドを用いて，視覚的に訴

えていくことで，効果的に働いたものと思われる。

また，授業進行のためにスライドを作成することで，

中心道徳思考部分が明確になり，授業受者にとって

も，どこの部分を中心に考え，判断していけばよい

かが分かり，道徳性の変容にも大きな効果をもたら

すものと予測される。実際にも本講義において，大

学生がスライドを作成し，交流することで，道徳的

価値も大きな変容を遂げることができていた。�

� 本研究では，教員養成課程において，� さんの資�

料を基にし，道徳的価値分析について，スライド作

成コミュニケーションを経て，道徳的価値が多面的

な角度から考察されることとなった。そして，今後，

教員となる大学生にとって，ノーマライゼーション，

福祉としての道徳意識が高まったこととなる。こう

した道徳的価値を授業立案者が抱くことにより，授

業受者への道徳の教授の方法，培いたい道徳性も大

きく変容していくものと思われる。したがって，授

業者である立案者がどのような道徳性を培おうとし

ているかによって，授業受者の道徳心も大きく変わ

ってくるかが予想される。また，授業者である授業

立案者が，授業受者にとって高い関心を抱く題材を

用意し，授業受者たちにとって今日課題となってい

ることを多面的な角度から考察した道徳的価値を設

定することが重要である。そして，本時で明確な道

徳的価値分析を行い，授業受者にとって，道徳的思

考を行いやすくするためにスライド活用等を行い，

関心を抱くようにすることが大切である。�

��今後の課題として，本研究では，福祉の視点から

考えた道徳授業づくりについて，スライド作成コミ

ュニケーションによる道徳的価値が全人的な視点に

より拡張することが分かってきた。しかし，対象で

ある教職を目指す大学生での講義はまだ，一カ年の

みの実践であり，今後も福祉教育の視点から考える

道徳授業づくりを実践し，他年度の実践と比較分析

する必要がある。また，本講義においては，対象が

成人である大学生であったため，スライド作成コミ

ュニケーションにより，他者の意見を尊重しつつ，

有意義なコミュニケーション行為が成され，道徳的

価値は「個性」「幸せ」「平等」「相互理解」等の広い

視点に立ったものへと変容した。しかし，授業受者

が発達段階によっては，幼い場合，同じような道徳

的価値が見出せるかどうかは不透明である。そのた

め，より道徳的価値を深め，全人的に皆が幸せに暮

らしていくことのできる，より善い生活に向けた授

業づくりを再検討していくことが必要である。今後

は社会全体として，主に他教科の学びや学校の子ど

もの生活・体験活動と連携した言語活動の充実を深

める方向性と合わせ，道徳性を深め，皆が幸せに暮

らせるための道徳授業づくりに関する研究を行って

いく。
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Consideration of morality class making considered from the angle of the welfare education in a
 teacher education course 
―From a morality analysis about handicapped person's teaching materials-ization― 
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(Abstract) 

I made a college student of a schoolteaching candidate the subject by this research and considered  
morality class making which can put odds in koutane where I'll look at oneself from a life -style of 
handicapped person  as well as hope in the future. It could come in sight and a guidance plan was made, 
and the angle of the welfare education was considered about class making which raises morality 
including a central situation and utilization of presentation software, etc. in the case when the class is 
considered. 
  When it was studied, the moral value necessary to morality class making it was to interchange and to  
consider made morality class making from the angle of the welfare education and the central  situation  
which is important when raising morality, etc. were respectively actually and became clear.   
  
Keywords: Normalization，Change in the moral value，Welfare and morality class making， 

Complete man-like moral education 
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